
～裏面へつづく～
次回の“ふくしの森ステーションみなみこまだより”は３月１日に発行します。

自治会の皆様、配布にご協力いただきありがとうございます。

飯能市社会福祉協議会 発 （奇数月１日発行）

所在地：上畑２０２番地（南高麗福祉センター内）

電 話：０７０－７７９２－２４３１

ＦＡＸ：０５０－３１５６－２２３６

メール：station-minamikoma@hannosyakyo.or.jp

火曜日～金曜日 午前９時１５分～午後４時15分

ふくしの森ステーションみなみこま だより

しています。併せて色々な講座も開催しています。

③「お出かけ広場」は、飯能市子育て総合セン

ターの事業として、市内の子育て支援拠点のス

タッフさんに南高麗に来て頂いています。

子育て相談もできます。

最後に飯能市母子愛育会南高麗支部さんの主な

活動内容は、①声かけ・見守り活動（家庭訪問）

②母子交流事業、③育児体験学習などです。

南高麗地区母子愛育会in南高麗地区行政センター・公民館

南高麗ふれ愛ひろばin南高麗福祉センター

子育てひろば はんのう

事業名
（団体名）

開催時期 備 考

子育て交流

南高麗ふれ愛ひろば
毎月、

第３金曜日
参加費

１家族、100円

子育てひろば

KOKKO
はんのう

毎月、
第４木曜日

参加費
大人100円
子ども50円

おでかけ広場
毎月、日程は

「ぽけっとだより」等で
確認して下さい

事前予約が
必要です

南高麗福祉センター（定期的実施）一覧表

南高麗地区でいろいろな団体で行われている

色々な「子育て支援」の様子をご紹介します。

まずはじめに毎月定期的に行われているもの

をご紹介します。

①「南高麗ふれ愛ひろば」は、子育て中のお母

さん（保護者）が “ほっと”できるスペースで

す。飯能市子育て総合センターの子育て支援総

合コーディネーターさんも来ています。子育て

相談もできます。お気軽にお声掛けください。

②「KOKKOはんのう」は、「ママの“あった

らいいな！”をかたちに」をコンセプトに活動

南高麗地区で行われている子育て支援の

「飯能市♡子育てガイドブック」 2021～2022

市内の各所には、

いろいろな子育て

支援の取組み・場

所があります。

「飯能市子育てガ

イドブック」をご

覧ください。



地域ふくし発 見
飯能市内の地域福祉に関する素敵な活動や取組みを

ふくしの森ステーションのCSW（コミュニティソーシャル

ワーカー）が取材・発信していきます。

！
「おいでよハウス」

キーワードは・・・【対話】

居場所がないなら自分たちでつくろう！

問い合わせ：（一社）オープンコミュニティおいでよハウス

飯能市稲荷町9-15 フォーブル岩沢102

メール：oideyohouse2022@gmail.com

ホームページ：https://open-community-oideyo-house.com

おいでよハウスで一番大事にしているコンセプ

トは「対話を大事にする」ことです。

オープンしてから約半年で、利用された方は約

１５０名（見学者も含む）になりますが、利用さ

れた方からは「話しをすることで抱えていたもの

が楽になりました」と言われます。ここでは、指

導や評価はせず、お互いの声を尊重する対話の場

を大切にしたいと考えています。

今回ご紹介するのは、2022年6月にオープンした

どなたでも大歓迎の居場所「おいでよハウス」です。

代表の藤島氏にお話しをお聞きしました。

＜おいでよフリースペース＞
【利用料】500円
【利用日】毎週火曜日・金曜日 10時～16時、第1・3金曜日 18時～21時
※予約は必要ありませんが、利用定員12名としています。

教え子がひきこもりで悩んでいたことがきっか

けで、同じような悩みを抱えている人たちが気軽

に行ける居場所はどこかにあるか、探したけれど

みつからない・・・。

気持ちを少しでも軽くできる、誰でも参加でき

る居場所。お茶やコーヒーを飲みながら、重い気

持ちを少しでも軽くできる、そんな居場所が無い

なら自分たちでつくろう！と藤島代表含め３名で

立ち上げ。スタッフの顔合わせからわずか5か月

で法人を設立しました。

代表：藤島 薫氏

取材レポート

フリースペース以外に

も子ども・若者プログ

ラムや対話勉強会も行

いました。

詳細は下記、HPにて

ご確認ください！

mailto:oideyohouse2022@gmail.com
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